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0. はじめに 
















































































































て Wittgenstein の独我論を見てみよう。 
 
2．Wittgensteinの独我論 





































が五・五番台まで続く・・・（『「論理哲学論考」を読む』 210-211 頁） 
 










そして第 5.6 節の三つ前の第 5.563 節で 
 
われわれの日常言語のすべての命題は、実際、そのあるがままで、論理的に完全に秩








































思考し表象する主体は存在しない。（『論理哲学論考』 第 5.631 節） 
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 上記二つの間にある節で Wittgenstein は次のように語る。 
 



















 ここで、「彼」の独我論との比較においてWittgenstein の独我論を考えると、 
 
ⅰ’) 他者の存在、物理的世界、自己が身体を持つことを許容する。 
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